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二
に

十
じゅー

五
ぐ

、六
るく

年
にん

前
めー

ぬ御
う

話
はなし

 福本和子（足立区） 

 今
なま

東
とー

京
ちょー

ぬ野
や

菜
せー

売
う

やー町
まち

屋
や

ぬ前
めー

んかい、包
ちち

み隠
っ

さん如
ぐ

っし並
なら

びてーる「ごーやー」やいびーしが、

二
に

十
じゅー

五
ぐ

、六
るく

年
にん

まんぐろー、東
とー

京
ちょー

てー直
し

ぐ手
ー

んか

えー入
い

りらりーる物
むの

ーあいびらんてーく、胴
ー

さーに

作
ちゅく

とーいびーたん。原
はる

歩
あっ

ちゃーから原
はる

借
か

、「なー

べーらー」「ごーやー」作
ちゅく

とーいびーたん。 

また、「ごーやー」ぬ種
さね

ー沖縄
うちなー

から取


い寄
ゆ

しとーいび

ーたん。 

ある日
ー

ぬ事
く

やいびーしが、大和
やま

ぬ田舎
いなか

から東京
とーちょー

ん

かい上
あ

が来
ち

ゃる同士
 し

ぬ、遊
あし

びーが来
ち

ゃーびたん。あ

んし、胴
ー

褒
ぶ

みー成
な

いるあたいぬ「ごーやーちゃんぷる

ー」、「なーべーらーぶしー」作
ちゅく

うさぎやびた

ん。 

「なーべーらーぶしー」や、口
くち

んかい合
あー

てーいびー

さ。一杯
いっぺー

旨
まー

さん言
い

ちうさがとーいびーたん。 

やいびーしが、「ごーやーちゃんぷるー」や、同士
 し

ん

かいや、なんずー物
むの

ーあいびらんてーさたい。 

同


士
しぇ

ー「あんし苦
んじゃ

物
むん

良
ゆ

ー噛
か

どーさやー。」ん言


び

たん。苦
んじゃ

物
むの

ー口
くち

んかい合
あー

らん風
ふー

儀
じ

やいびーたん。 

日
ー

ん経
た

っちゃるある日
ー

ぬ事
く

やいびーしが、うぬ同


士
しぇ

ー、「ごーやーや何処
ま ー

売
う

とーが。何処
ま ー

かい行


じ

ん無
ね

ーらんしが。」ん言
い

ち我
わ

んにんかい問
ー

いびーた

ん。 

我
わ

んねー、「苦
んじゃ

さぬ噛
か

まらんたえーさに。」ん言


び

たん。 

あんさびたく、うぬ同


士
しぇ

ー、「なー一
ちゅ

回
けーん

噛
か

見
んー

じ欲
ぶ

さん。」言


びーんでーたい。 

我
わ

んねー、種
さに

取


いる為
たみ

に、どーる「ごーやー」噛
か

まりーる「ごーやー」送
うく

やびたん。 

翌
ゆく

年
しぇ

ー、庭
なー

んかい植
ー

てーたる種
さに

から、見
み

事
ぐ

な「ごー

やー」ぬ成
な

いびたんたい。 

「あぬやー、さっぱちっし旨
まー

さぬ忘
わし

ららん味
あじ

やんや

ー。」、「心
くく

地
ち

宜
ゆた

たさる苦
んじゃ

みぬあんやー。」ん言
い

ち、

同


士
しぇ

ー、なー、ごーやーんかい肝
ちも

ー取


らっ無
ね

ーらん

風
ふー

儀
じ

やいびーたさ。 

 ありから、二
に

十
じゅー

年
にん

余
あま

い経
た

っちゃる今
なま

ー、「沖縄
うちなー

ブ

ーム」ぬ真
ま

盛
さか

い成
な

、「ごーやー茶
ちゃー

」、「ごーやーカレ

ー」、「ごーやー煎
しん

餅
びー

」、「ごーやーチップ」そーな物
むん

ぬ

揃
すり

出


じとーいびーん。 

沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

ぬ我
わ

んにんかえー、ー物
むん

ぬ安
やし

く手
ー

んかい

入
い

っち、「ごーやー」ぬ旨
まー

さる此
く

ぬ節
しちぇ

ー、一杯
いっぺー

幸
しやわ

し

ん思
うむ

とーいびーん。 

また、ありから二
に

十
じゅー

年
にん

余
あま

い音
う

沙汰
さ た

ん無
ね

ーんたる同士
 し

から、此間
くねーだ

んしから知
し

らしぬ来
ち

ゅーる如
ぐ

成
な

いびたん。 

んちゃ、あんやいびーさ。「今
なま

んごーやーんかい肝
ちも

ー取


らっ居


る。」ん問
ー

見
んー

わやいびーさ。 
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沖縄
うちなー

口
ぐち

習
なら

ぬ思
うむ

く   座覇光子（川崎市） 

 近
ちか

頃
ぐろ

ー、たったたった沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー改
あらた

み清
ちゅ

らく聞
ち

かり来
ち

ゃーびーく、一杯
いっぺー

ーりきさいびーん。 

我
わ

んねー、大和
やま

生


まりとーる「二
に

世
せい

」やいびー

しが、沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー聞
ち

ちゅしぇー成
な

いびーん。 

解
わか

とーん思
うむ

とーたる言
く

葉
ば

やいびーしが、うる覚
うび

ー

そーしがあいび、本当
ふんとー

ぬ肝
ちむ

合
えー

ぬ解
わか

かいびーねー、

一杯
いっぺー

驚
うる

ち、うぬ言
く

葉
ば

んかい肝
ちむ

動
じゅ

かさっ、深
ふか

く考
かんげ

ーたいそーいびーん。 

 沖縄
うちなー

口
ぐち

習
なら

いる場
ば

所
す

ぬ会
い

場
じょー

ぬ、はしる開
あ

き「来
ち

ゃ

ーびらたい。」ん言


びーねー、「はいさい、ちゃー頑
がん

丈
じゅー

やみしぇー。」ん返
ん

答
とー

ぬあいび、肝
ちむ

んや

ーやー成
な

いびーん。 

 千葉
ち ば

からめんしぇーる仲
なか

井
い

真
ま

さのー、「御
うん

所
じょ

ー純
じゅん

に沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

やさやー。」ん言
い

みそーち、我
わ

んが「何
ぬー

んちあん言
い

みしぇーびーが。」ん問
ー

いびーねー、

うぬ仲
なか

井
い

真
ま

さのー、「沖縄
うちなー

ん人
ちょ

ー、靴下
くつした

ー履
は

かんむ

ん。」ん、てーしみそーち、互
たげ

ーに笑
わら

とーいびー

んたい。 

 仲
なか

井
い

真
ま

さのー、ちゃー、我
わ

んにんかい沖縄
うちなー

口
ぐち

っし御
う

話
はなし

しみしぇーびーく、一杯
いっぺー

ー心
くく

地
ち

成
な

いびーん。 

 また、初
はじ

みーちぇー拝
が

だる沖縄
うちなー

ぬ女
ゐなぐ

ぬ御
う

方
かた

か

らー、「御
うん

所
じゅ

ぬ面
ちら

ー、直
し

ぐ沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

んち分
わ

かいびーん

やー。」ん言
い

らりーる事
く

んあいびーん。 

「大和
やま

ん人
ちゅ

んかいん、あん言
い

らりーる事
く

んあいびーん。

我
わ

んねー、嬉
うっ

さいびーん。沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

やいびーく、

却
けー

てー、あん言
い

らりーしぇー、益
ま

しやいびーさたい。」

ん言
い

ち笑
わら

返
ん

答
とー

そーいびーん。 

 沖縄
うちなー

ぬ大和
やま

んかい帰
けー

ゆる前
めー

ぬ事
く

やいびーたん。今
なま

から三
さん

十
じゅー

三
さん

年
にん

前
めー

ぬ事
く

やいびーんやーたい。 

八重山
 ー ま

から出


じめんそーちゃる、女
ゐなぐ

ぬ御
う

方
かた

ぬ町
まち

屋
や

ぬ事
く

やいびーたん。「御
うん

所
じょ

ー、沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

んかえー

見
み

ーやびらん。」ん言
い

みそーち、我
わ

んねー、驚
うる

ち「あ

ねーあいびらんえーさに。此
く

ぬ目
みー

見
んー

ち見
んー

じみそーれ

ー。頬
ふー

面
ぢら

ぬ骨
ふに

ぬ高
たか

さいびーえーさに。我
わ

んねー、本
ふん

当
とー

ぬ沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

やいびーる。」ん言
い

ち、我
わ

ん頬面
ふーぢら

良
ゆ

ー

見
み

しやびたん。 

我
わ

んねー、生


まり付
ぢ

ち色
いる

黒
くるー

やいびーるむんぬ、「垢
あか

抜
ぬ

けているもの。」、「日
に

本
ほん

語
ご

上
じょー

手
ず

だもの。」ん言
い

ら

りやびたん。 

我
わ

んねー、「大和
やま

生


まりたく、仕
し

方
かた

ー無
ね

ーびら

んさ。」ん言


びたしが、相
えー

手
て

ー合
がっ

点
の

ーさびらんたん。 

うんにーまんぐろー、うぬ町
まち

屋
や

ぬ 主
ぬーしぇ

ー、「沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

」

ん言
い

ーねー、嫌
ちら

ーりゆんが思
うむ

とーたらやーん

思
うむ

やびーん。 

沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

ぬ事
く

「大和
やま

ん人
ちゅ

」ん言


しぇー、褒
ふ

みーる言
く

葉
ば

ん思
うま

ーっとーたる世
ゆー

やいびーてーさやーん思
うま

ーりやびーん。 

実
じちぇ

ー何
ぬー

やん済
し

むんでー思
うむ

やびーしが、我
わ

んが

大和
やま

ん人
ちゅ

んかい見
み

ーゆん言


しぇー、我
わ

んにんかえー、
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考
かんげ

ーらりーる事
くと

ーあいびらんたい。 

我
わ

んにんかいぬ褒
ふ

み言
く

葉
ば

ー、「沖
うち

縄
なー

生


まりたる沖
うち

縄
なー

ん人
ちゅ

やかー、なーん沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

らーさん。」ん言
い

らりーる事
く

やいびーん。 

「郷
ごー

に入
い

っては郷
ごー

に従
したが

う。」ん言


る故
く

事
じ

遺
い

言
く

葉
ば

ぬあいびーしが、鹿児
か ぐ

島
しま

ん人
ちゅ

ぬ「我
わっ

達
たー

や従
したが

らん。」

ん言


びたん。此
く

ぬ事
くと

ー、一杯
いっぺー

肝
ちむ

合
えー

ぬあん思
うむ

とー

いびーん。 

大和
やま

んかい言
く

葉
ば

ま奪
ぼー

らっ、沖縄
うちなー

口
ぐち

使
ちか

いびーねー、

「方
ほー

言
げん

札
ふだ

」ま首
くび

んかい下
さ

ぎらったしぇー、まぎさ

る虫
むし

ぬ為
たみ

ねー、小
くー

さる虫
むしぇ

ー、殺
くる

さっん済
し

むがやー

ん疑
うたげ

ー持
む

っちょーる人
っちゅ

ぬ、奪
ぼー

らったし取


い返
けー

す

る事
くと

、胴
ー

くるさーにすんる大切
てーしち

な肝
ちむ

合
えー

ぬあん思
うむ

とーいびーん。 

言
く

葉
ば

んかえー、「言霊
ことだま

」ん言
い

ち「 魂
たましー

」ぬ宿
や

とーん

言


っとーいびーしが、沖縄
うちなー

ぬ言
く

葉
ば

奪
ぼー

ゆしぇー、沖
うち

縄
なー

ぬ「 魂
たましー

」奪
ぼー

ゆる事
く

、ぬ物
むの

ーあらんがやーん思
うむ

やびーん。 

鹿児
か ぐ

島
しま

ん人
ちゅ

から故事
く じ

遺
い

言
く

葉
ば

ぬ御
う

話
はなし

聞
ち

ちゃび、我
わ

ん

ねー、嬉
うっ

さし一杯
いっぺー

肝
ちむ

動
じゅ

かさりやびたん。 

 また、なー世
ゆー

世
ゆー

ぬしり行


じゃる沖縄
うちなー

世
ゆー

ぬ事
く

聞
ち

ち

ゅ次
しん

第
でー

、沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

ぬ達
ちゃー

暮
く

らしぬ事
く

ぬ解
わか

いんねーさ

びーん。 

 我
わ

ん女
ゐなぐ

ぬ親
うや

ー、ちゃー「御
う

粥
けー

めー」ん言
い

ちょー

いびーたく、我
わ

ん弟
うっと

ー、大和
やま

口
ぐち

ぬ「御
お

粥
かゆ

」ん言


しぇー解
わか

いびらんたん。 

「今日
きょー

の御
ご

飯
はん

は何
なに

。御
う

粥
けー

めー、雑
じゅー

炊
しー

。」ん言
い

ち問
ー

と

ーいびーたん。 

沖縄
うちなー

てー、「御
ご

飯
はん

」ん言


しぇー、「御
う

粥
けー

めー」

やたんぬ事
くと

ー聞
ち

ちょーいびーん。 

戦
いくさ

終
う

わちゃーけー、はんめーぬ切
ち

り、うんにー

まんぐるぬ世
ゆー

ぬ、工
く

夫
ふー

やいびーてーんでーやーたい。 

「雑
じゅー

炊
しー

めー」ん「雑炊
ぞーすい

」ん言
い

ち、色
いる

々
いる

な物
むん

ぬ入
い

っ

ち、本当
ふんとー

や旨
まー

さ物
むん

やいびーたる筈
はじ

やいびーしが、米
くみ

一
いち

割
わり

残
ぬく

えータンポポ、ふーち葉
ばー

そーな原
はる

んかい生
みー

とーる草
くさ

多
うほー

く入
い

っ作
ちゅく

てーしやいびーたん。 

なー、うり噛
か

みーねー、泣
な

ち欲
ぶ

しく成
な

いるあたいぬ物
むぬ

やいび、川崎
かわさき

ん我
わっ

達
たー

やうりあたいびーた

る。 

沖縄
うちなー

ん大切
てーしち

なはんめーやたるあぬ芋
も

ー、旨
まー

さた

ん、にーさたん言
い

ち、あながちさする世
ゆー

成
な

いびたん

やーたい。 

 沖縄
うちなー

口
ぐち

習
なら

昔
んかし

ぬ沖縄
うちなー

、うりから暮
く

らし方
がた

に就
ち

ー

解
わか

いびーねー、沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

ぬ考
かんげ

ーか、思
うみ

ちちゅる

事
く

ぬ如何
 ちゃ 

ぬ風
ふー

儀
じ

っし、変
か

わとーがやーん言


しん解
わか

いんねーさびーん。 

 沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー共
きょー

通
つー

語
ご

始
はじ

みっし、中
ちゅー

国
ごく

、韓国
かんこく

、イ

ギリスぬ言
く

葉
ば

、うりから声
ー

ぬ似
に

ちょーしがあいびーん。 

例
た

れー、韓国
かんこく

てー、女
ゐなぐ

ぬ親
うや

んかえー「おんま」、沖縄
うちなー

口
ぐち

っしぇー「あんまー」ん言
い

ち、似
に

ちょーいびーん

やーたい。 

我
わ

ん女
ゐなぐ

ぬ親
うや

ー、出


来
き

とーし褒
ふ

みたいする場
ばー

やか、な

ちかしく成
な

いる場
ばー

ねー、「あいえーなーなー」ん言
い

ち
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ょーいびーたん。 

韓国
かんこく

てー、「あいなーなーなー」ん言


びーんた

い。 

 また、英
えい

語
ご

っしぇー「------をする人
ひと

」んかえー言
く

葉
ば

ぬ終
うわ

いんかい「er」付
ち

き「Teacher」,「Walker」

そーな言
く

葉
ば

ぬあいびーん。 

大和
やま

口
ぐち

ぬ「漁
りょー

師
し

」んかえー、沖縄
うちなー

口
ぐち

っしぇー「海
うみ

歩
あっ

ちゃー」、うりから良
ゆ

ー出


来
き

ーしんかえー「出


来
き

やー」、

山
やん

原
ばる

ん人
ちゅ

んかえー「山
やん

原
ばら

ー」ん言
い

ち、英
えい

語
ご

んじ言
く

葉
ば

ぬ終
うわ

いんかい「er」付
ち

きーしんかい似
に

ちょーいびーん

やーたい。 

い小
ー

書
か

ちゃびたしが、余所
ゆ す

国
ぐに

ぬ言
く

葉
ば

んかい似
に

ち

ょーる所
くる

見
んー

じゃびーねー、沖縄
うちなー

ん人
ちょ

ー、かーま 昔
んかしぇ

ー、余所
ゆ す

国
ぐに

ぬ人
ちゅ

ぬ達
ちゃー

ん御
う

互
たげ

ーにら、広
るー

広
びるー

そ

ーる海
うみ

超
ー

、何処
ま ー

ぬ国
くに

ん手
ー

取


いる人
ちゅ

ぬ達
ちゃー

やてーさ

やーん思
うむ

やびーん。 

 やいびーしが、沖縄
うちなー

ぬ中
なーか

てー、昔
んかしぇ

ー身
み

分
ぶん

ぬ変
か

わいねー、言
く

葉
ば

使
ぢけ

ーまん変
か

わたい、女
ゐなぐ

ぬ名
なー

に就
ち

ー

てー、しくぶーんかいある鍋
なーび

、竈
かま

そーな名
なー

付
ち

き、

また、生
い

ち物
むん

か木
きー

草
くさ

ぬ名
なー

ま付
ち

き、「うし」、「う

さ」、「つる」、「かめ」ん言
い

ち呼
ゆ

どーいびーたんやー

たい。 

「まつ」、「たけ」やれー、嘉
か

例
りー

な事
くと

ーやいびーしが、

何
ぬー

がやら女
ゐなぐ

ぬ立
たち

場


から見
んー

じゃびーねー、寂
さびっ

さん

思
うむ

とーいびーん。 

「ちゃんぷるー文
ぶん

化
か

」んが言


びーら、まんちゃー

んちゃーそーしがあいびーん。 

沖縄
うちなー

ぬー所
くろ

ー無
ね

ーん成
な

さん如
ぐ

っし、皆
んな

さーに守
まむ

、

「沖縄
うちなー

ぬ肝
ちむ

心
くくる

」無
ね

ーん成
な

さんだれー、なーん立
っ

派
ぱ

な沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ、世
し

界
けー

んかい広
る

みらりーる日
ー

ぬ来
ち

ゅーん

信
しん

じとーいびーん。 

 
 
 
 
 
 

 
 

事務局から 

 会報第６号の発行は大変遅れてしまいました。 
私事で恐縮ですが、６月、７月は地域の役目が多く､
時間を確保するのが大変でした。これからは軌道に乗
せられると思います。 
 今回も貴重な話題を寄せていただき、ほんとに有難
うございました。 
福本さんは初めて寄稿されましたが、「ごーやー」の

お話は、いいですね。２５、６年前は「苦
んじゃ

物
むん

」だっ

たのですね。 

座覇さんは二世の方ですが、沖縄へ行くと「沖縄
うちなー

口
ぐち

」

でお話されて、喜ばれているそうです。こんなお話を
聞くと、私も嬉しくなります。貴重なお話有難うござ
いました。 
 第７号も直ぐ編集を始めます。たくさんの原稿をお
待ちしております。 
会員以外の方も沖縄の言葉に関心がありましたら
是非寄稿されるようお願い申し上げます。 
沖縄文字への変換は事務局で行います。また原稿は趣
旨を変えないで手直しをする場合がありますので、ご
理解を賜りますようお願いします。 
そして大変恐縮ですが、原稿料はお支払いできません
ので、会報を寄贈して薄謝に代えさせていただきます。 
 
 
お問い合わせ 
事務局 國吉 眞正 ０４４－９８８－８０６５ 
       ＦＡＸ０４４－９８８－８０６５ 
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第六号 

語句の説明（沖縄語辞典、広辞苑による） 

 
 
まんぐる：ころ。おおよそその時を示す。 

原
はる

歩
あっ

ちゃー：農民。農夫。 

胴
ー

褒
ぶ

みー：自分を褒めること。自讃。 

なーべーらーぶしー：なーべーらーを主として、豆
腐・肉などを加え、汁を少な
くして煮たもの。 

うさぎゆん：さし上げる。 
うさがゆん：召しあがる。 
なんず：たいして。それほど。 

ー物
むん

：いいもの。 

どーるごーやー：熟しているごーやー。 
さっぱち：さっぱり。 

風
ふー

儀
じ

：なりふり。ようす。 

んちゃ：なるほど。全く。 
たった。次第に。 
ーりきさん：面白い。楽しい。 

うる覚
うび

ー：うろ覚え。不確かな記憶。 

肝合
ちむえー

：意味。わけ。 

はしる：雨戸。くり戸。 

やーやー成
な

ゆん：ほっと安心する。 

てー：冗談。おどけ。 

ーちぇー拝
が

むん：お会いする。お目にかかる。 

なーん：もっと。さらに。 

故事
く じ

遺
い

言
く

葉
ば

：故事ことば。故事言い伝え。 

しりゆん：おそくなる。時節が過ぎる。 
ちゃーき：すぐ。じき。 
はんめー：食糧。 
にーさん：まずい。食べ物がおいしくない。 
あながちさん：なつかしい。 

思
うみ

ちちゅん：思いつく。 

なちかさん：悲しい。 
い：少し。わずか。 
 

 
 
 
 

余所
ゆ す

国
ぐに

：余所の国。外国。 

かーま：遠方。遠く。 
らゆん：つきあう。交際する。 
しくぶー：台所（の土間）。 

嘉
か

例
りー

：嘉例。吉例。めでたいこと。 

何
ぬー

がやら：何が何だか。 

まんちゃーんちゃー：まぜこぜ。ごたまぜ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



                   沖縄文字一覧と用例 
赤い字はこの号で使った字です 

[tu]  い（鳥）、う （音）、みー （夫婦） 
 

と[to]  とーふ（豆腐）、とーばる（桃原） 

[hwe] ー（南）、に ーでーびる（有難うございます） 

 

へ[he]  へい（おい「目下への呼びかけ」） 

[du]  し（友人）、や （宿）、 ー（自分） 

 

ど[do]  どーぐ（道具）、まんどーん（たくさんある） 

[?ja]＊ ー（君、お前）、 ん（言わない） 

 

や[‘ja]  やー（家）、やん（である） 

[ti]  ーち（一つ）、 ーだ（太陽）、 ん（空） 

 

て[te]  てーく（太鼓）、てーしち（大切） 

[?ju]＊ ん（言う） 

 

ゆ[‘ju]  ゆんたく（おしゃべり） 

[di]  ふ （筆）、ぬー ー（喉）、 きやー（秀才） 

 

で[de]  でーじ（大変なこと）、ちょーでー（兄弟） 

[?jo]＊ ーいー（おさな子） 

 

よ[‘jo]   よーんなー（ゆっくり） 

[kwa] じ（火事）、 っちー（ごちそう） 

 

か[ka]  かじ（風）、かんない（雷）、かーま（遠方） 

[?wa]＊ ー（豚）、 ーちち（天気） 

 

わ[‘wa]  わーむん（私のもの） 

[gwa] にん ん（念願）、 んく（頑固） 

 

が[ga]  がんちょー（眼鏡、めがね）、しがた（姿） 

[?wi]＊ ー（上）、 ーりきさん（面白い） 

 

ゐ[‘wi]  ゐきが（男）、ゐなぐ（女） 

[kwi] ー（声）、さっ ー（咳）、 ゆん（呉れる） 

 

き[ki]  きー（木）、きゆん（蹴る）、きぶし（煙） 

[?we]＊ ーきー（金持ち）、 んちゅ（ねずみ） 

 

ゑ[‘we]  ういゑー（お祝）、わじゃゑー（災い） 

[gwi] ーく（越来「地名」） 

 

ぎ[gi]  かーぎ（容ぼう） 

[?N]＊  み（梅）、 に（稲）、 なじ（うなぎ） 

 

ん[‘N]   んに（胸）、んみ（嶺井「地名」）、んな （港） 

[kwe] ー（鍬）、からじ ー（髪きり虫） 

 

け[ke]  けー（かゆ）、ちけー（使者） 

[‘i]＊  ん（縁）、 だ（枝） 

 

い[?i]   いん（犬）、いーび（指）、いちゅん（行く） 

[gwe] ったい（ぬかるみ） 

 

げ[ge]  げー（害）、にげー（願い） 

[‘u]＊  （夫）、 ーじ（さとうきび） 

 

う[?u]   う （音）、うーび（帯） 

[hwa] ー（葉）、なー （那覇） 

 

は[ha]  はる（畑）、はぎもー（荒地） 

[‘e]＊△ ーま（八重山）、 ーじ（八重洲） 

 

え[?e]△  えーさち（あいさつ）、えーじ（合図） 

[hwi] じゃい（左）、 ー （いるか） 

 

ひ[hi]  ひやみかすん（えい、と言う） 

お[?o]   おーじ（扇）、おーさん（青い） 

 

を[‘o]   をーじ（王子）、をーれー（往来） 

[ ]内は沖縄語辞典による読み方        （自由使用とされていますので、使用許可は要りません。） 
＊ は単語の語頭だけに用います。語頭以外では用いません。 
       例 ○ い（鳥）、×  
△ 音の出だしに、僅かにｉをひびかせます。 




